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12 月号令和2年

第188号
龍郷町議会だより
第188号
龍郷町議会だより 県下一斉国保税滞納整理強化月間

令和２年度奄美大島における
ウミガメの上陸・産卵調査結果

白タクは犯罪行為です

県下一斉国保税滞納整理強化月間

令和２年度奄美大島における
ウミガメの上陸・産卵調査結果

年末年始ごみ特別収集日程
龍郷町の人口　令和２年10月末現在 (前年比)　3,134世帯（+26） 男2,918人（+12） 女3,115人（+27） 計6,033人（+39）
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　同展において、圓山結礼さん(円小学校６年生)の
作品が入選し、書道の恩師である長信子先生（中
勝）と一緒に来庁し、町長に喜びを伝えました。同書
道展は西郷の人徳と偉業を称え、郷土への関心を高
めるために毎年開催され、今年は2,374点の応募が

ありました。結礼
さんは「書道は去
年から始 めまし
た。書道展にはき
れいな字がいっ
ぱいありました」
と話しました。

　地震が発生し、大津波警報が発表されたという想
定のもと、避難訓練が行われました。航空自衛隊協力
による人員輸送や、炊き出し訓練、自衛隊武装品の展
示、南西航空音楽隊による演奏会等がありました。演
奏会では龍南中学校吹奏楽部との共演（表紙写真）

もあり、華を添えま
した。
※今回の訓練は新型
コロナウイルス感染
症対策のため一部集
落のみで行いました。

　町老連では年に２回、広報誌「とおしめ」を発行し
ています。8月に発行された号では各文化部の様子、
コロナ感染拡大を防ぐための暮らしのポイント等が
紹介されています。この日はりゅうがく館に文化部メ
ンバーらが集まり、次号の打ち合わせが行われまし

た。コロナ禍にお
いて、多くの集まり
が中止となってい
ますが、「会員らの
様子が伝わる」と
喜ばれています。

　10月1日付けで圓山和昭氏（円）に町長から、保護司委嘱
状が手渡されました。保護司法には、「保護司は、社会奉
仕の精神をもつて、犯罪をした者及び非行のある少年の
改善更生を助けるとともに、犯罪の予防のため世論の啓
発に努め、もつて地域社会の浄化をはかり、個人及び公

共の福祉に寄与する
ことを、その使命とす
る」と掲げられてお
り、保護司は保護観
察や生活環境の調
整、犯罪予防活動な
どを行っています。

　11月5日、町内で初めて新型コロナウイルス感染者が
確認されたことを受け、6日に「町長からのメッセージ 
町民のみなさまへ重要なお願い」と題したチラシを全
集落に配布。各駐在員に全戸配布を依頼しました。
「町民の皆様には落ち着いて行動して頂き、感染拡大

を防ぐため、これま
で以上に基本的な
感染症対策を」と明
記しました。その後、
11月20日現在、新規
感染者は確認され
ていません。

北大島保護区保護司会

圓山和昭氏（円）保護司委嘱

龍郷町老人クラブ連合会第２回文化部会

次号２月中旬発行に向けて

第13回西郷隆盛をしのぶ維新ふるさと館書道展

西郷隆盛との繋がりきっかけに応募

　奄美大島地区林材協会、奄美産木材活用協議
会、あまみ木工の郷推進協議会、県大島支庁林務水
産課らが町長室を訪問し、県産材の利用推進を呼び
かけました。町は昨年度完成の龍南中学校体育館
において天井梁、腰板に県産材を利用しました。ま

た、「今後も公共
事業による施 設
整備にも奄美産
木材を利用した
い」と町長は語り
ました。

１０月８日は「木の日」
県産材の利用推進呼びかけ

龍郷町新型コロナウイルス感染症対策本部
落ち着いて行動を

自衛隊と合同訓練
大津波想定し人員輸送

TatsugoTownTopics



1.農業振興について

2.漁業振興について

3.観光業について

4.災害時の避難場所について

田畑 浩 議員P4
1.子育て支援について

2.新型コロナ感染症について

3.外来種の対策について

4.戸口地区の泥染め公園整備計画に
ついて

德永　義郎 議員P5

1.農業振興について

2.ふるさと納税について

3.防災について

伊集院 巖 議員P6
1.荒波地区活性化について

2.防災について

髙橋 研太郎 議員P7

1.安心安全な町づくりについて

2.町営住宅の管理について

長谷場 洋一郎 議員

P10

P8
1.財政について

2.国保財政について

3.町税・公共料金の収納整備について

圓山 和昭 議員P9

1.地域福祉の推進について

2.子育て支援について

3.LCC格安航空機の活用について

久保 誠 議員

1.安全対策について

2.秋名漁港について

3.女性消防団について

隈元 巳子 議員P11

一般質問とは…各議員が住民の代表として、町の行財政全般にわたり、事務の執行
状況や将来に対する方針を聞き、町当局の考え方や疑問点をただすことです。単に疑問を解消
し、事実関係を明らかにするだけでなく、現行政策の見直しや新規政策を提言する議員の重要
な活動です。本町議会の質問時間は、１人60分以内となっています。

発行 / 龍郷町議会
編集 / 議会だより編集委員会
〒894-0192
大島郡龍郷町浦 110 番地
ＴＥＬ0997-62-3111（内線 2272）
ＦＡＸ0997-62-2535

龍郷町

議会だより第188号

令和２年第3回定例会

P12 議決結果

P4～  一般質問

※掲載内容については、質問者が質問と答弁を要約し、
龍郷町議会広報委員会が編集したものです。
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。
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れ
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築
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藻場造成の視察

20 集落に設置された観光看板
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査
結
果

県
民
手
帳

大島紬村泥染めの様子

な
限
り
防
げ
た
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

　

問　

　

外
来
植
物
の
状
況
と
課
題
に

つ
い
て
。

　

答
（
町
長
）　

　

町
内
で
は
特
定
外
来
植
物
・

緊
急
対
策
外
来
種
の
オ
オ
キ
ン

ケ
イ
ギ
ク
な
ど
、
12
種
の
分
布

を
確
認
し
て
お
り
ま
す
。
対
策

に
は
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
課

題
で
あ
り
、
公
有
地
で
小
規
模

な
箇
所
は
駆
除
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
が
、
本
町
の
み
で
解
決

で
き
る
問
題
で
は
な
い
た
め
、

５
市
町
村
で
構
成
す
る
奄
美
大

島
自
然
保
護
協
議
会
等
と
も
連

携
し
つ
つ
、
町
民
の
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
今
後
の
対
策
に
つ
い
て

も
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

問　

　

泥
染
め
公
園
計
画
は
ど
の
よ

戸
口
地
区
の
泥
染
め
公
園
整

備
計
画
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

外
来
種
の
対
策
に
つ
い
て

　

問　

　

給
食
費
の
無
償
化
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
の
現
状
は
。　

　

答
（
教
育
長
）　

　

小
中
学
生
の
給
食
負
担
金
と

し
て
約
１
７
８
０
万
円
、
さ
ら

に
町
が
補
助
し
て
い
る
米
・
パ

ン
・
牛
乳
代
約
７
４
０
万
円
を

加
え
た
、
合
計
２
５
２
０
万
円

を
支
出
し
て
い
ま
す
。
今
後
児

童
・
生
徒
の
推
移
か
ら
す
る
と

約
３
０
０
０
万
円
と
試
算
さ
れ

ま
す
。
経
済
的
多
大
な
財
源
が

必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
現
時
点

で
は
厳
し
い
状
況
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

問　

　

病
児
保
育
・
病
後
児
保
育
に

つ
い
て
本
町
の
お
考
え
は
。

　

答
（
町
長
）　

の
感
染
は
確
認
さ
れ
て
お
り
ま

せ
ん
。（
令
和
２
年
９
月
29
日

現
在
）

　

幅
広
い
業
種
が
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
お

り
、
特
に
宿
泊
業
・
飲
食
業
・

観
光
サ
ー
ビ
ス
業
へ
の
影
響
は

大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し

最
近
で
は
観
光
客
も
増
え
少
し

ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
回
復
傾

向
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

問　

　

福
祉
事
業
所
の
現
状
に
つ
い

て
。

　

答
（
町
長
）　

　

利
用
人
数
が
減
少
し
た
事
業

所
が
あ
り
、
そ
の
影
響
で
減
収

と
な
っ
た
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。
利
用
者
へ
の
影
響
に
つ
い

て
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き

な
い
こ
と
に
よ
り
、身
体
機
能
・

認
知
機
能
の
低
下
等
が
懸
念
さ

れ
ま
し
た
が
、
電
話
等
の
安
否

確
認
・
相
談
や
訪
問
サ
ー
ビ
ス

へ
の
切
り
替
え
、
配
食
サ
ー
ビ

ス
の
追
加
な
ど
の
対
応
に
あ
た

り
、
利
用
者
へ
の
影
響
は
可
能

う
な
形
で
進
め
る
の
か
、
総
合

的
な
構
想
は
で
き
て
い
る
の

か
。

　

答
（
町
長
）　

　

現
時
点
で
は
計
画
も
構
想
も

で
き
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
泥
染

め
は
伝
統
的
な
産
業
で
あ
り
、

今
後
、
後
世
に
残
し
て
い
く
べ

き
大
切
な
技
術
で
あ
り
ま
す
。

公
園
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
町
民
・
特
に
小
中
学
生
の

学
び
の
場
と
な
り
、
観
光
資
源

と
し
て
も
活
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
今
後
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
等
を
立
ち
上
げ
、
ど
の

よ
う
な
形
で
進
め
て
い
く
の

か
、
し
っ
か
り
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

德永 義郎 議員

町
民
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

「
病
児
・
病
後
児
の
た
め
の
保

育
施
設
を
利
用
さ
れ
ま
す
か
」

に
対
し
て
半
数
以
上
の
方
が
希

望
し
て
い
る
と
い
う
現
状
も
把

握
し
て
お
り
、
ど
の
よ
う
な
形

で
実
現
で
き
る
の
か
様
々
な
状

況
を
検
討
し
て
お
り
ま
し
た
。

本
年
度
に
な
っ
て
民
間
保
育
所

か
ら
前
向
き
な
相
談
が
あ
り
、

来
年
度
に
は
事
業
開
始
を
目
指

し
て
い
る
と
い
う
情
報
が
あ
り

ま
し
た
。
実
現
へ
向
け
、
民
間

事
業
所
の
取
り
組
み
を
支
援
し

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

問　

　

町
内
の
中
小
企
業
の
現
状
に

つ
い
て
。

　

答
（
町
長
）　

　

各
事
業
所
で
は
、「
座
席
を

１
席
ず
つ
空
け
る
」「
県
外
客

の
住
所
・
電
話
番
号
聞
き
取
り
」

等
の
感
染
防
止
対
策
を
独
自
に

行
っ
て
お
り
、
企
業
努
力
も
実

を
結
び
こ
れ
ま
で
に
本
町
内
で

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
つ
い
て
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問　

　

さ
と
う
き
び
の
減
収
に
歯
止

め
が
か
か
ら
な
い
が
、
増
産
に

向
け
た
具
体
的
な
取
組
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

今
後
の
対
策
と
し
ま
し
て

は
、
株
出
し
管
理
に
よ
る
反
収

向
上
を
重
点
目
標
と
し
て
掲

げ
、
昨
年
購
入
し
た
株
出
し
管

理
用
機
械
を
今
期
の
株
出
し
か

ら
稼
働
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

反
収
実
績
の
低
い
圃
場
に
つ
い

て
は
防
除
、
施
肥
、
除
草
剤
散

布
を
一
体
的
に
行
う
植
え
付
け

機
の
利
用
に
よ
り
反
収
向
上
を

図
り
ま
す
。
そ
の
為
に
は
農
家

の
増
産
意
欲
を
促
す
必
要
が
あ

る
と
考
え
、
今
期
か
ら
植
え
付

け
奨
励
金
を
５
千
円
か
ら
１
万

円
に
引
き
上
げ
る
措
置
を
、
予

し
た
。

　

問　

　

イ
ノ
シ
シ
の
食
害
が
町
内
全

域
に
出
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う

な
対
策
を
講
じ
て
い
る
の
か
。

　

答
（
町
長
）　

　

対
策
と
し
ま
し
て
は
、
町
民

向
け
の
研
修
会
や
チ
ラ
シ
に
よ

る
地
域
ぐ
る
み
の
イ
ノ
シ
シ
を

寄
せ
付
け
な
い
た
め
の
意
識
啓

発
活
動
や
、
金
網
防
護
柵
や
漁

網
な
ど
の
侵
入
を
防
止
す
る
対

策
、
町
猟
友
会
に
依
頼
し
て
イ

ノ
シ
シ
を
捕
獲
す
る
こ
と
に
よ

る
個
体
数
を
減
ら
す
対
策
、
こ

の
３
つ
の
基
本
的
な
取
組
を
推

進
し
て
、
農
作
物
の
被
害
防
止

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

問　

　

一
般
社
団
法
人
地
域
振
興
公

社
の
現
状
と
今
後
の
進
め
方

は
。

　

答
（
町
長
）　

　

現
在
の
活
動
は
、
さ
と
う
き

び
１
・
５
ha
の
夏
植
え
圃
場
を

準
備
し
農
作
業
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
今
後
の
公
社
運
営
に
つ

い
て
は
、
さ
と
う
き
び
の
基
幹

伊集院 巖 議員

算
計
上
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

問　

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響

を
受
け
子
牛
価
格
が
低
迷
し
て

い
る
が
、
畜
産
農
家
に
対
す
る

支
援
策
の
内
容
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

本
町
独
自
の
支
援
策
と
し
ま

し
て
は
、
優
良
牛
保
留
導
入
対

策
事
業
に
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
の
影
響
が
あ
る
当
面
の

期
間
、
町
の
貸
付
牛
と
し
て
導

入
時
の
せ
り
価
格
が
33
万
以
上

の
優
良
牛
に
つ
い
て
は
、
価
格

差
額
の
半
額
補
助
に
対
す
る
上

限
額
を
10
万
円
か
ら
20
万
円
に

引
き
上
げ
、
ま
た
、
自
家
保
留

牛
及
び
自
家
導
入
牛
に
つ
い
て

は
、
補
助
額
を
３
万
円
か
ら

10
万
円
に
引
き
上
げ
、
１
農
家

２
頭
ま
で
の
頭
数
の
上
限
を
撤

廃
し
、
積
極
的
な
改
良
繁
殖
を

促
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
畜
産

基
盤
の
強
化
を
は
か
る
た
め
、

畜
産
簡
易
資
材
の
購
入
費
を
半

額
補
助
す
る
肉
用
牛
生
産
向
上

対
策
事
業
を
新
た
に
新
設
し
ま

作
業
の
受
託
を
行
い
な
が
ら
、

さ
と
う
き
び
や
カ
ボ
チ
ャ
栽
培

を
主
体
と
し
た
農
業
経
営
を
軌

道
に
乗
せ
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
て
お
り
、
さ
ら
に
収
益
性
の

高
い
品
目
を
選
定
し
て
、
事
業

の
効
率
化
に
よ
る
採
算
性
を
念

頭
に
経
営
努
力
を
重
ね
、
安
定

的
な
事
業
運
営
を
展
開
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

問　

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
進
捗
状
況

と
寄
附
額
の
増
加
策
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
金
額

は
ほ
ぼ
４
千
万
代
で
推
移
し
て

お
り
ま
す
。
増
加
策
は
昨
年
度

よ
り
新
た
に
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ

イ
ス
」
を
ふ
る
さ
と
納
税
の
掲

載
先
と
し
て
契
約
し
、
ま
た
、

今
年
度
か
ら
は
地
域
お
こ
し
協

力
隊
に
よ
り
新
た
な
魅
力
あ
る

返
礼
品
の
発
掘
を
積
極
的
に
進

め
る
体
制
を
構
築
し
、
さ
ら
に

は
、
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
を
含
め
た

農
業
振
興
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

令
和
２
年

12
月
号

り
ゅ
う
が
く
館

町
の
う
ご
き

そ
の
他

お
知
ら
せ

ト
ピ
ッ
ク
ス

国
保
税
滞
納

整
理
強
化
月
間

児
童
扶
養
手
当

人
権
週
間

議
会
だ
よ
り

県
農
業
共
済

組
合
設
立

自
立
支
援

協
議
会
研
修

国
民
年
金

控
除
対
象

ウ
ミ
ガ
メ

調
査
結
果

県
民
手
帳

ふ
る
さ
と
納
税
の
促
進
に
繋
が

る
委
託
先
を
検
討
し
て
お
り
ま

す
。

　

問　

　

避
難
所
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
は
ど
の
よ
う

に
対
応
さ
れ
た
の
か
。

　

答
（
町
長
）　

　

密
を
避
け
る
た
め
従
来
よ
り

も
多
い
、
30
施
設
の
避
難
所
を

開
設
い
た
し
ま
し
た
。
事
前
に

準
備
し
た
避
難
所
に
お
け
る
感

染
症
予
防
策
を
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
で
照
合
し
な
が
ら
、
避
難
者

名
簿
、
体
調
管
理
の
確
認
を
行

い
、
ま
た
、
発
熱
者
等
避
難
所

と
し
て
「
り
ゅ
う
が
く
館
」
を

準
備
し
、
万
が
一
の
こ
と
を
考

え
、
発
熱
者
等
避
難
所
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
効
率
よ

く
対
応
で
き
る
よ
う
整
え
て
お

り
ま
し
た
。

防
災
に
つ
い
て
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令
和
２
年

12
月
号

り
ゅ
う
が
く
館

町
の
う
ご
き

そ
の
他

お
知
ら
せ

ト
ピ
ッ
ク
ス

国
保
税
滞
納

整
理
強
化
月
間

児
童
扶
養
手
当

人
権
週
間

議
会
だ
よ
り

県
農
業
共
済

組
合
設
立

自
立
支
援

協
議
会
研
修

国
民
年
金

控
除
対
象

ウ
ミ
ガ
メ

調
査
結
果

県
民
手
帳

　

問　

　

奄
美
自
然
観
察
の
森
再
整
備

事
業
の
進
捗
状
況
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

平
成
29
年
度
か
ら
５
カ
年
事

業
と
し
て
始
ま
っ
た
本
工
事

は
、
核
と
な
る
「
森
の
館
」
も

整
備
し
、
展
示
施
設
工
事
や
ド

ラ
ゴ
ン
ト
リ
デ
補
修
、
旧
館
解

体
工
事
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
広
場
工

事
等
を
実
施
、
令
和
３
年
度
に

残
り
の
園
路
工
事
や
看
板
工
等

を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
工
事

の
進
捗
は
現
時
点
で
、
全
体
の

60
％
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

問　

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
（
訪
日
外
国
人
旅
行
）

に
対
す
る
看
板
設
置
は
。

　

答
（
企
画
観
光
課
長
）　

　

園
路
工
に
対
し
て
バ
リ
ア
フ

　

問　

　

長
雲
峠
か
ら
荒
波
地
区
へ
の

観
光
振
興
に
つ
い
て
。

　

答
（
町
長
）　

　

荒
波
龍
美
館
を
拠
点
と
し
、

奄
美
自
然
観
察
の
森
、
風
光
明

媚
な
荒
波
路
等
を
、
ま
た
県
が

推
し
進
め
る
世
界
自
然
遺
産
奄

美
ト
レ
イ
ル
コ
ー
ス
と
と
も
に

積
極
的
に
情
報
を
発
信
し
て
い

く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

問　

　

長
雲
峠
か
ら
荒
波
各
集
落
へ

尾
根
伝
い
（
森
林
、
原
野
、
里

山
を
抜
け
る
）
に
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
は
整
備
で
き
な
い

か
。

　

答
（
企
画
観
光
課
長
）　

　
「
世
界
自
然
遺
産
奄
美
ト
レ

イ
ル
コ
ー
ス
」
と
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
と
あ
わ
せ
て
、
観
光

名
所
に
な
る
よ
う
今
後
、
整
備

を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

問　

　

台
風
、
豪
雨
、
津
波
被
害
に

対
す
る
避
難
所
の
改
善
に
つ
い

て
。

　

答
（
町
長
）　

　

避
難
所
の
改
善
に
つ
き
ま
し

て
は
、
よ
り
充
実
し
た
避
難
所

の
防
災
対
策
が
必
要
な
こ
と
は

認
識
し
て
お
り
、
本
議
会
定
例

会
に
て
、
町
内
防
災
避
難
所
整

備
費
と
し
て
、
予
算
計
上
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
今
後
と
も
長
期
的
な
視
野

に
立
っ
て
、
避
難
所
の
環
境
整

備
の
向
上
に
努
め
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

問　

　

高
齢
者
や
弱
者
に
こ
そ
優
し

い
避
難
所
が
求
め
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
が
町
の
見
解
は
。

　

答
（
総
務
課
長
）　

　

地
元
の
自
主
防
災
組
織
が
重

要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
。防
災
対
策
の
基
本
は
自
助
、

共
助
、
公
助
の
連
携
が
災
害
の

未
然
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
の

で
、
今
後
災
害
を
予
想
し
て
訓

練
を
し
な
が
ら
高
齢
者
の
避
難

誘
導
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

問　

　

停
電
し
や
す
い
地
区
か
ら
蓄

電
機
能
を
持
っ
た
太
陽
光
発
電

や
電
気
自
動
車
な
ど
を
配
置
で

き
な
い
か
。

　

答
（
総
務
課
長
）　

　

費
用
対
効
果
を
考
え
る
と
、

こ
れ
ま
で
の
発
電
機
を
増
や
す

方
が
、
効
果
が
上
が
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

問　

　

津
波
に
対
す
る
高
台
避
難
所

を
つ
く
る
に
は
ど
の
よ
う
な
条

件
が
必
要
な
の
か
。

　

答
（
総
務
課
長
）　

　

集
落
、
地
権
者
の
同
意
を
得

た
う
え
で
現
地
を
見
て
、
つ
く

れ
る
か
調
査
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

髙橋 研太郎 議員

リ
ー
化
の
整
備
が
多
少
さ
れ
て

い
ま
す
。
看
板
設
置
と
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
で
す
が
令
和
３
年
度

に
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

荒
波
地
区
活
性
化
に
つ
い
て

防
災
に
つ
い
て

自然観察の森　トイレ 自然観察の森　森の館

昨年、県防災航空センターと合同で
行われた避難訓練
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問　

　

大
美
川
の
工
事
進
捗
状
況
に

つ
い
て
。

　

答
（
町
長
）　

　

半
田
川
合
流
地
点
ま
で
測

量
・
設
計
は
完
了
し
て
い
ま
す
。

当
面
こ
の
区
間
を
重
点
的
に
整

備
し
て
い
き
ま
す
。

　

答
（
建
設
課
長
）　

　

工
事
進
捗
を
注
視
し
早
め
に

住
民
へ
情
報
提
供
を
行
い
ま

す
。

　

問　

　

大
川
の
改
修
に
つ
い
て
。

　

答
（
町
長
）　

　

現
状
の
断
面
を
検
証
し
、
不

具
合
が
あ
れ
ば
部
分
的
に
整
備

し
て
状
況
改
善
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

答
（
建
設
課
長
）　

　

上
流
の
砂
防
ダ
ム
に
つ
い
て

　

問　

　

ま
ー
さ
ん
市
場
前
の
冠
水
に

つ
い
て
。

　

答
（
町
長
）　

　

大
島
支
庁
建
設
課
へ
排
水
計

画
の
調
査
検
討
を
お
願
い
し
て

い
き
ま
す
。

　

答
（
建
設
課
長
）　

　

半
田
川
の
改
良
工
事
に
つ
い

て
は
、
大
美
川
の
拡
幅
工
事
が

終
了
後
、
測
量
・
設
計
に
つ
い

て
改
め
て
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

　

問　

　

川
内
砂
防
ダ
ム
の
経
過
に
つ

い
て
。

　

答
（
町
長
）　

　

27
年
ま
で
に
３
渓
流
の
砂
防

堰
提
を
完
成
さ
せ
、
現
在
は
残

る
１
基
を
整
備
中
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
工
事
に
よ
り
、
川
内

集
落
の
安
心
・
安
全
が
図
ら
れ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

答
（
建
設
課
長
）　

　

山
田
酒
造
前
、
下
山
田
地
区

の
砂
防
ダ
ム
陳
情
に
つ
い
て

は
、
国
と
県
が
精
査
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
タ
ケ
サ
ク

川
の
氾
濫
に
つ
い
て
は
、
農
林

水
産
課
と
協
力
し
て
調
査
い
た

し
ま
す
。

　

問　

　

取
壊
し
予
定
住
宅
居
住
者
の

転
居
先
に
つ
い
て
。

　

答
（
町
長
）　

　

29
棟
33
戸
が
旧
耐
震
基
準
住

宅
で
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。
安
全
確
保
の
た
め
に
も
別

の
町
営
住
宅
へ
の
住
み
替
え
を

お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
住
み
替
え
る
こ
と
に
つ
い

て
は
強
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

答
（
建
設
課
長
）　

　

同
集
落
内
の
転
居
に
つ
い
て

は
、
空
き
部
屋
が
な
い
の
で
、

希
望
に
そ
え
て
い
な
い
状
況
で

す
。

　

問　

　

新
し
い
住
宅
建
設
の
計
画
に

つ
い
て
。

　

答
（
町
長
）　

　

令
和
３
年
度
の
公
営
住
宅
長

寿
命
化
計
画
の
中
で
、
検
討
い

た
し
ま
す
。

　

答
（
建
設
課
長
）　

　

用
途
廃
止
予
定
住
宅
解
体
後

の
土
地
利
用
方
法
に
つ
い
て

は
、
解
体
後
に
協
議
・
計
画
す

る
予
定
で
す
。

　

問　

　

住
宅
の
機
能
に
つ
い
て
。

　

答
（
町
長
）　

　

現
行
の
公
営
住
宅
建
設
の
標

準
的
な
設
計
を
採
用
し
て
、
整

備
し
て
い
ま
す
。

　

答
（
建
設
課
長
）　

　

給
湯
設
備
に
つ
い
て
は
平
成

３
年
以
降
、
三
点
給
湯
設
備
と

な
っ
て
い
ま
す
。
雨
戸
の
取
り

付
け
に
つ
い
て
は
、
改
良
事
業

導
入
時
に
順
次
進
め
て
い
き
ま

す
。
応
急
処
置
と
し
て
防
風

ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し
て
、
ガ
ラ

ス
の
飛
散
防
止
を
お
願
い
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

長谷場 洋一郎 議員

は
県
の
管
轄
で
あ
り
、
町
で
現

状
調
査
を
行
っ
て
か
ら
県
へ
陳

情
し
て
い
き
ま
す
。
用
地
に
つ

い
て
は
、
地
権
者
の
同
意
が
必

要
な
の
で
、
集
落
の
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

安
心
安
全
な
町
づ
く
り

町
営
住
宅
の
管
理
に
つ
い
て

令
和
２
年

12
月
号

り
ゅ
う
が
く
館

町
の
う
ご
き

そ
の
他

お
知
ら
せ

ト
ピ
ッ
ク
ス

国
保
税
滞
納

整
理
強
化
月
間

児
童
扶
養
手
当

人
権
週
間

議
会
だ
よ
り

県
農
業
共
済

組
合
設
立

自
立
支
援

協
議
会
研
修

国
民
年
金

控
除
対
象

ウ
ミ
ガ
メ

調
査
結
果

県
民
手
帳

大川上流 大美川　進捗状況

まーさん市場前
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問　

　

今
年
度
普
通
交
付
税
額
を
ど

う
分
析
し
て
い
る
か
。

　

答
（
町
長
）　

　

対
前
年
度
比
10
・
２
％
の
増

額
で
、
今
年
度
か
ら
新
た
な
財

政
需
要
費
と
し
て
「
地
域
社
会

再
生
事
業
費
」
が
創
設
さ
れ
ま

し
た
。

　

問　

　

会
計
年
度
独
立
の
原
則
か

ら
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
に
ど
う
還

元
し
て
い
く
か
。

　

答
（
町
長
）　

　

８
月
末
現
在
に
お
い

て
、
財
政
調
整
基
金
繰
入
を

５
億
４
６
７
２
万
９
千
円
計
上

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回
の

補
正
予
算
に
お
い
て
普
通
交
付

税
の
増
額
分
を
財
調
繰
入
金
で

減
額
調
整
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

齢
化
や
公
共
施
設
の
老
朽
化
対

策
等
に
よ
る
財
政
需
要
に
も
対

応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た

め
、
財
政
調
整
基
金
等
の
有
効

な
活
用
も
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

問　

　

過
疎
債
の
期
限
が
迫
っ
て
い

る
が
来
年
度
以
降
の
見
通
し

は
。

　

答
（
町
長
）　

　

現
行
の
過
疎
法
の
期
限
が
令

和
３
年
３
月
末
の
期
限
と
な
っ

て
お
り
、
今
後
の
動
向
に
注
視

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
新
過

疎
対
策
法
の
継
続
に
向
け
て
、

地
方
６
団
体
等
と
連
携
し
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

問　

　

２
０
１
８
年
度
か
ら
県
が
財

政
運
営
の
主
体
と
な
っ
て
い
る

が
今
後
の
見
通
し
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

医
療
費
の
増
大
な
ど
に
よ
り

一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
現

状
で
す
。
税
収
納
率
の
向
上
、

医
療
費
の
適
正
化
、
赤
字
の
計

画
的
・
段
階
的
な
解
消
な
ど
の

取
組
を
強
化
し
、
国
保
運
営
の

安
定
化
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

問　

　

国
保
税
の
算
定
方
式
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

現
在
の
課
税
方
式
は
４
方
式

で
す
が
、
令
和
５
年
度
ま
で
に

３
方
式
に
改
定
し
た
い
と
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
町
国
保

運
営
協
議
会
で
税
率
の
段
階
的

な
改
正
を
審
議
し
て
い
た
だ

き
、
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
に
努
め

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

問　

　

医
療
費
増
加
に
対
し
て
今
後

の
取
組
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

病
気
を
予
防
す
る
こ
と
が
最

善
策
と
考
え
ま
す
の
で
、
今
後

も
き
め
細
か
い
相
談
と
予
防
事

業
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

問　

　

コ
ン
ビ
ニ
収
納
導
入
事
業
の

進
捗
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

来
年
度
導
入
を
視
野
に
関
係

各
課
の
担
当
者
と
協
議
及
び
研

修
会
等
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。

　

問　

　

各
種
税
等
の
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
決
済
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

現
時
点
で
の
導
入
は
難
し
い

で
す
が
、
ス
マ
ホ
決
済
に
関
し

て
は
来
年
度
実
施
に
向
け
て
進

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

圓山 和昭 議員

　

問　

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
る
町
内
経
済
の
影
響
、

税
収
の
見
通
し
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

５
月
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
た
と
こ
ろ
、
４
月
時
点
の
売

上
が
前
年
同
月
比
50
％
以
上
減

少
し
た
事
業
所
が
約
30
％
。
町

の
独
自
支
援「
事
業
者
支
援
金
」

の
交
付
決
定
を
受
け
た
事
業
所

が
47
件
あ
り
ま
し
た
。
８
月
末

現
在
で
の
各
種
税
金
の
支
払
い

猶
予
は
合
計
で
11
件
が
許
可
決

定
、
国
保
税
に
お
い
て
は
35
件

が
減
免
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

観
光
産
業
を
中
心
に
大
き
な
影

響
を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
当

初
予
算
と
比
較
し
て
減
収
が
想

定
さ
れ
ま
す
。

　

問　

　

来
年
度
以
降
、
国
内
経
済
の

動
向
に
よ
る
地
方
交
付
税
へ
の

影
響
を
ど
う
予
測
す
る
か
。

　

答
（
町
長
）　

　

一
般
財
源
等
歳
入
の
減
少
に

伴
う
歳
出
規
模
の
縮
小
を
図
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
が
、
少
子
高

財
政
に
つ
い
て

国
保
財
政
に
つ
い
て

町
税
、
公
共
料
金
の
収
納
整

備
に
つ
い
て
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問　

　

地
域
福
祉
計
画
の
作
成
へ
の

取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
。

　

答
（
町
長
）　

　

地
域
福
祉
計
画
と
は
、
住
み

慣
れ
た
地
域
（
日
常
生
活
圏
）

に
お
い
て
高
齢
者
、
児
童
、
障

害
者
な
ど
の
分
野
ご
と
の
『
縦

割
り
』
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ

の
圏
域
の
実
情
に
応
じ
た
形
で

行
政
や
、
保
健
・
福
祉
計
画
等

の
関
係
機
関
と
住
民
が
一
体
と

な
っ
て
支
え
あ
う
こ
と
が
で
き

る
地
域
の
仕
組
み
づ
く
り
に
取

り
組
む
た
め
の
行
政
計
画
で
、

各
種
の
福
祉
計
画
等
の
上
位
計

画
と
な
り
ま
す
。
計
画
策
定
ま

で
の
取
り
組
み
で
あ
る
地
域
包

括
ケ
ア
体
制
の
構
築
・
地
域
共

生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
平

成
24
年
度
頃
よ
り
地
域
づ
く
り

１
回
程
度
秋
名
集
会
場
に
お
い

て
高
齢
者
と
交
流
を
し
な
が
ら

食
事
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
今

年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
関
係
で
島
な
ら
で
は
の
軽
食

を
手
作
り
し
、
子
供
に
配
布
し

て
い
ま
す
。
本
町
で
子
ど
も
食

堂
が
開
設
さ
れ
た
場
合
は
、
町

と
し
て
、
情
報
の
提
供
や
９
月

18
日
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
フ
ー
ド
バ
ン
ク

奄
美
と
合
意
を
得
た
こ
と
で
、

食
料
提
供
な
ど
支
援
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

問　

　

大
学
等
の
ク
ラ
ブ
活
動
、
い

わ
ゆ
る
合
宿
誘
致
に
つ
い
て
の

現
状
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
猛
威

を
振
る
う
中
、
少
し
ず
つ
Ｌ
Ｃ

Ｃ
を
利
用
し
た
入
込
客
も
増
え

て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

過
去
に
は
、
り
ゅ
う
ゆ
う
館
・

中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
、
高
校
空

手
部
・
バ
レ
ー
部
等
が
利
用
し

た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
武

蔵
野
美
術
大
学
の
学
生
が
り
ゅ

う
が
く
館
を
利
用
し
、
本
町
の

子
供
た
ち
と
交
流
を
図
っ
て
い

ま
す
。
町
民
・
島
民
向
け
の
施

設
と
し
て
開
放
し
、
常
に
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
、
大

学
等
の
ク
ラ
ブ
合
宿
が
可
能
か

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

久保 誠 議員

と
多
職
種
連
携
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
計
画
は
努

力
義
務
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

本
町
で
も
高
齢
化
・
単
身
世
帯

の
増
加
・
生
活
課
題
の
複
合
化
・

８
０
５
０
問
題
・
介
護
と
育
児

の
ダ
ブ
ル
ケ
ア
な
ど
一
つ
の
制

度
で
は
支
援
が
困
難
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
ま
で
の
取
り
組
み

と
合
わ
せ
、
来
年
度
に
は
地
域

福
祉
計
画
の
策
定
を
実
施
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

問　

　

子
ど
も
食
堂
に
対
す
る
支
援

と
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
。

　

答
（
町
長
）　

　

子
ど
も
食
堂
は
、
近
年
貧
困

対
策
に
あ
わ
せ
て
、
共
働
き
家

庭
の
増
加
に
よ
る
子
供
の
居
場

所
づ
く
り
、
子
供
を
育
む
地
域

交
流
の
場
、
見
守
り
の
場
と
し

て
有
意
義
な
取
り
組
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。
本
町
で
は
、
秋
名

の
「
さ
ね
ん
ば
な
」
グ
ル
ー
プ

が
前
年
度
か
ら
登
録
し
活
動
し

て
い
ま
す
。
事
業
内
容
は
、
月

地
域
福
祉
の
推
進
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

Ｌ
Ｃ
Ｃ
格
安
航
空
機
の
活
用

に
つ
い
て

NPO フードバンク奄美

武蔵野美術大学生による黒板ジャックりゅうがく館和室
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問　

　

秋
名
厳
島
神
社
の
奥
の
山
肌

が
、
以
前
の
豪
雨
災
害
時
に
ゆ

る
ん
で
お
り
大
雨
の
た
び
に
危

険
を
感
じ
ま
す
。
早
急
な
対
応

を
。

　

答
（
町
長
）　

　

秋
名
厳
島
神
社
背
後
の
小
さ

な
沢
が
大
雨
に
よ
り
沢
の
両
側

の
山
肌
が
削
ら
れ
、
表
面
の
土

砂
が
流
れ
出
し
、
下
流
側
の
住

宅
地
内
水
路
に
堆
積
し
て
被
害

を
も
た
ら
し
て
い
る
現
場
で
あ

る
と
把
握
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
個
所
も
含
め
た
近
隣
斜
面
一

体
は
、
平
成
７
年
に
地
滑
り
防

止
区
域
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

平
成
15
年
度
ま
で
に
地
滑
り
を

防
止
す
る
た
め
に
、
山
腹
に
水

抜
き
パ
イ
プ
を
設
置
す
る
工
事

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
よ
っ

　

答
（
町
長
）　

　

秋
名
漁
港
の
航
路
浚
渫
に
つ

き
ま
し
て
は
、
今
年
度
、
測
量

調
査
を
実
施
し
、
除
去
す
べ
き

土
量
を
確
認
し
、
令
和
３
年
度

か
ら
公
共
施
設
等
適
正
管
理
推

進
事
業
債
を
活
用
し
て
、
堆
積

し
た
土
砂
を
取
り
除
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

問　

　

女
性
消
防
団
の
必
要
性
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。

　

答
（
町
長
）　

　

現
在
２
名
の
女
性
が
入
団
し

て
い
ま
す
。
女
性
消
防
団
員
の

募
集
に
つ
き
ま
し
て
は
昨
年
か

ら
広
報
た
つ
ご
う
や
団
員
か
ら

の
紹
介
等
を
通
し
て
随
時
受
け

入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
が
、
団
員
定
数
１
５
３
名
の

枠
内
に
お
い
て
募
集
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
女
性
消
防
団
と

し
て
の
特
別
な
組
織
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

問　

　

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
避
難
場
所
に
女
性

消
防
団
員
の
配
置
も
必
要
で
は

な
い
か
。

　

答
（
町
長
）　

　

避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
方

の
世
話
や
心
の
ケ
ア
な
ど
、
女

性
な
ら
で
は
の
視
点
に
立
っ
た

対
応
や
、
安
心
安
全
の
充
実
を

図
る
た
め
に
も
大
変
重
要
な
こ

と
だ
と
考
え
ま
す
。
今
後
、
女

性
の
消
防
団
加
入
に
向
け
た
働

き
か
け
を
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

隈元 巳子 議員

て
、
こ
の
地
滑
り
防
止
区
域
を

管
理
す
る
大
島
支
庁
建
設
課
と

も
協
議
し
て
今
後
の
対
策
等
調

査
、
検
討
し
た
う
え
で
対
応
を

進
め
ま
す
。

　

問　

　

秋
名
漁
港
舟
溜
ま
り
に
堆
積

し
て
い
る
砂
を
取
り
除
く
工
事

は
い
つ
ご
ろ
か
ら
始
ま
る
の

か
。

安
全
対
策
に
つ
い
て

秋
名
漁
港
に
つ
い
て

女
性
消
防
団
に
つ
い
て

龍郷消防　出初式

秋名漁港

次の定例会は12月中旬を
予定しています

あなたも議会を

傍聴してみませんか？

場所：龍郷町役場２Ｆ

一般質問はＦＭたつごうで
ご視聴いただけます

これまで一般質問の内容を、防災

行政無線個別受信機にて放送して

おりましたが、次回の 12 月議会よ

り、FM たつごう (78.9MHz) にてラ

イブ放送します。

当日は受付用紙に

住所氏名を記入

するだけです。
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・ 学校情報通信ネットワーク整備業務委託契約の締結

・ 公立学校情報機器 （端末） の取得

・ 龍郷町立児童館設置条例を廃止する条例の制定

・ 龍郷町会館等の設置及び管理に関する条例の一部改正

・ 龍郷町特定教育 ・ 保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担に関する条例
の一部を改正する条例

・ 龍郷町特定教育 ・ 保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定め
る条例の一部を改正する条例

・ 令和 2 年度龍郷町一般会計補正予算 （第７号）

・ 令和 2 年度龍郷町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算 （第２号）

・ 令和 2 年度龍郷町介護保険事業特別会計補正予算 （第１号）

・ 龍郷町教育委員会委員の任命について

・ 選挙管理委員及び同補充員の選挙

・ 令和元年度龍郷町一般会計歳入歳出決算書

・ 令和元年度龍郷町国民健康保険事業勘定特別会計歳入歳出決算書

・ 令和元年度龍郷町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算書

・ 令和元年度龍郷町介護保険事業特別会計歳入歳出決算書

・ 令和元年度龍郷町生活排水処理事業特別会計歳入歳出決算書

・ 令和元年度龍郷町デジタル放送事業特別会計歳入歳出決算書

・ 令和元年度龍郷町水道事業会計決算書

・ 令和２年度龍郷町一般会計補正予算 （第８号）

・ 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源
の確保を求める意見書」 の提出について

※日程順に記載してあります。

◎教育委員会委員には、 山田隆博氏に決まりました。

◎選挙管理委員会委員 ・ 補充員
選挙管理委員会委員／重村　洋一 ・ 山田　良一郎 ・ 松田　秀樹 ・ 別府　ちよみ
選挙管理委員会補充員／森　弘 ・ 村上　早苗 ・ 最上　康隆 ・ 長田　也寸夫

原案可決（全員）

原案可決（全員）

原案可決（全員）

原案可決（全員）

原案可決（全員）
　

原案可決（全員）
　

原案可決（全員）

原案可決（全員）

原案可決（全員）

同意（全員）

指名推薦

認定（全員）

認定（全員）

認定（全員）

認定（全員）

認定（全員）

認定（全員）

認定（全員）

原案可決（全員）

原案可決（全員）

原案承認（全員）

原案可決（全員）

指名推薦

指名推薦

指名選任

指名選任

指名推薦

同意（全員）

・令和２年度龍郷町一般会計補正予算（第5号）

・令和２年度龍郷町一般会計補正予算（第６号）

■第３回定例会で審議された案件と議決結果

■令和２年第２回臨時会で審議された案件と議決結果

・ 議長の選挙 

・ 副議長の選挙

・ 常任委員の選任

・ 常任委員長及び副委員長の互選結果の報告及び議会運営委員の選任

・ 一部事務組合議会議員の選挙

・ 同意第１１号　監査委員の選任同意

■令和２年第３回臨時会で審議された案件と議決結果

■議 長 前田 豊成 ■副議長 平岡 馨 ■議選監査委員 圓山 和昭

常任委員会等構成
　総務厚生常任委員会 　■委員長 田畑 浩　 ■副委員長 德永 義郎 ■委員 隈元 巳子／久保 誠／前田 豊成
　経済建設常任委員会　 ■委員長 伊集院 巖 ■副委員長 圓山 和昭 ■委員 長谷場 洋一郎／髙橋 研太郎／平岡 馨
　議会運営委員会　　　 ■委員長 平岡 馨　 ■副委員長 田畑 浩　 ■委員 伊集院 巖／德永 義郎／圓山 和昭
　議会だより編集委員会 ■委員長 平岡 馨　 ■副委員長 田畑 浩　 ■委員 伊集院 巖／德永 義郎／圓山 和昭

一部事務組合議会議員
　大島農業共済 ■ 伊集院 巖　　　　大島地区消防 ■ 長谷場 洋一郎 
　奄美大島地区介護保険 ■ 久保 誠 　 大島地区衛生 ■ 田畑 浩／德永 義郎

■議長・副議長・監査委員・常任委員会構成・一部事務組合一覧表令　和２年９月 14 日より

議　案

議　案

承　認

同　意

認　定

議　案

発　議
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12月は

県下一斉
国保税滞納整理

強化月間です

国 保 税 は 国 保 制 度 を 支 える貴 重
な財 源です 。龍 郷 町を含む県内す
べての市町 村で、8月と12月を「国
保 税 滞 納 整 理 月間 」と定め 、納 税
意 識 を高 め る 取 組 や 納 税 相 談 等
を実 施します。滞納ダメ！

■問合 せ先　町民 税 務 課 国 保税 係　☎６９－４５１３（直 通）

納付は、納期内の自主納付が
原則です。納期を過ぎた場合
は、本来の税金のほかに「督促

手数料」・「延滞金」を納めていただきます。

納期限内納付に

ご協力ください

納期期日に指定の預貯金口座
から自動的に振替ができます。
納付忘れや納付のために出か

ける手間を省くことができ、非常に便利です。ぜひ
ご利用ください。

口座振替を

ご利用ください

国保税が未納になっており再
三の催告にも応じていただけ
ない場合は、国保税の負担の

公平性を確保する観点から、財産の差押えなどの
滞納処分を行う場合があります。また、特別な理
由がなく滞納が続くと、通常の保険証より有効期
間の短い短期被保険者証や、医療機関で受診の
際に一時的に窓口で全額自己負担（10割負担）し
ていただく被保険者資格証明書が交付されます。

滞納すると…

医療機関にかからなくても保
険税を納付してください。国民
健康保険は、万一の病気やケ

ガなどの時に安心して十分な医療が受けられるよ
うに、お互いで負担し、助け合う制度です。そのた
め、加入しているみなさんは、それぞれの収入や加
入人数に応じて国民健康保険税を負担していま
す。医 療 機 関 にか からず保 険 証を 使 わなくても 、
国民健 康 保険税は納めなければなりません。

医療機関に

かからなくても…

災害、失業、病気などのやむを
得ない事情で国保税を納期限
までに納めることができない

場合は、お早めに町民税務課へご相談ください。

納付が困難…

ご相談ください

納期が過ぎて納付書が使えな
くなった場合や納付書を紛失
して納付できない場合は、町民

税務課で納付書の再発行ができます。放っておか
ずに、直接もしくは電話でお問合せください。

納付書を

紛失した場合

納めた国民年金保険料は
全額が社会保険料控除の対象です

　国民年金保険料は所得税法及び地方税法上、健康保険や厚生年金な

どの社会保険料を納めた場合と同様に、社会保険料控除としてその年
の課税所得から控除され、税額が軽減されます。
　控除の対象となるのは、令和２年１月から令和２年12月までに納めら
れた保険料の全額です。過去の年度分や追納された保険料も含まれます。
　また、ご自身の保険料だけでなく、ご家族（配偶者やお子様等）の負

担すべき国民年金保険料を支払っている場合、その保険料も合わせて控除が受けられます。
　なお、本年中に納付した国民年金保険料について、この社会保険料控除を受けるためには、年末調整や
確定申告を行うときに、領収証書など保険料を支払ったことを証明する書類の添付が必要となります。
　このため、令和２年１月１日から令和２年９月30日までの間に国民年金保険料を納付された方に

は、11月上旬に日本年金機構から「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が送付される

予定ですので、申告書の提出の際には必ずこの証明書または領収証書を添付してください。（９月下
旬から10月上旬にかけてコンビニエンスストアで国民年金保険料を納付された一部の方は、11月中
旬頃送られる予定です。）

　また、令和２年10月１日から令和２年12月31日までの間に、今年はじめて国民年金保険料を納めら
れた方へは、翌年の２月上旬に送られる予定です。
　税法上とても有利な国民年金は、老後はもちろん不慮の事故など万一のときにも心強い味方となる

制度です。保険料は忘れずにキチンと納めましょう。
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令
和
２
年

12
月
号

り
ゅ
う
が
く
館

町
の
う
ご
き

そ
の
他

お
知
ら
せ

ト
ピ
ッ
ク
ス

国
保
税
滞
納

整
理
強
化
月
間

児
童
扶
養
手
当

人
権
週
間

議
会
だ
よ
り

県
農
業
共
済

組
合
設
立

自
立
支
援

協
議
会
研
修

国
民
年
金

控
除
対
象

ウ
ミ
ガ
メ

調
査
結
果

県
民
手
帳

令
和
２
年
12
月
３
日
〜
９
日

障
害
者
週
間

鹿
児
島
県
農
業
共
済
組
合

の
設
立
に
向
け
て

　
農
業
保
険
法
に
基
づ
く
公
的
保
険
制
度

を
運
営
す
る
県
下
の
農
業
共
済
９
団
体
が

集
ま
り
、令
和
３
年
４
月
１
日
合
併
に
向

け
た
予
備
契
約
を
締
結
し
ま
し
た（
10
月

２
日
）。業
務
効
率
化
や
財
政
基
盤
強
化
を

図
り
、よ
り
安
定
・
継
続
的
な
事
業
運
営
を

め
ざ
し「
鹿
児
島
県
農
業
共
済
組
合
」を
設

立
予
定
で
す
。■
名
称
が「
大
島
農
業
共
済

事
務
組
合
」か
ら「
鹿
児
島
県
農
業
共
済
組

合
大
島
支
所
」に
変
わ
り
ま
す
。瀬
戸
内
支

所
・
喜
界
支
所
は
出
張
所
に
変
わ
り
ま
す
。

■
現
在
の
人
員
体
制
、事
務
所（
本
所
・
瀬

戸
内
支
所・喜
界
支
所
）は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

■
合
併
に
よ
り
加
入
者
の
負
担
が
増
え
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

合
併
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト

■
多
数
の
加
入

者
に
よ
り
危
険

分
散
が
図
ら
れ
、

事
業
運
営
基
盤

が
安
定
し
ま
す
。

■
大
災
害
時
な

ど
職
員
の
動
員

が
可
能
と
な
り
、

迅
速
な
損
害
評

価
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

令
和
２
年
第
50
回

町
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
中
止

　
12
月
20
日（
日
）に
予
定
し
て
い
ま
し
た
龍

郷
町
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

問
合
せ
先

龍
郷
町
教
育
委
員
会 

☎（
６
９
）４
５
３
２

テ
ー
マ

障
が
い
の
あ
る
人
の
地
域
生
活
の
実
現

　
地
域
に
お
い
て
、障
が
い
理
解
を
進
め
る
時

に
当
事
者
活
動
は
欠
か
せ
な
い
が
、奄
美
地
区

に
お
い
て
は
当
事
者
活
動
や
家
族
会
は一部
を

除
き
活
性
化
し
て
い
な
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。

障
が
い
当
事
者
が
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活

動
す
る
こ
と
の
意
義
を
知
る
こ
と
か
ら
当
事

者
活
動
の
重
要
性
を
理
解
し
、障
が
い
の
あ
る

当
事
者
に
そ
の
活
動
や
夢
を
応
援
す
る
こ
と

の
で
き
る
地
域
作
り
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時
・
場
所

12
月
５
日（
土
）午
後
２
時
〜
午
後
４
時

り
ゅ
う
ゆ
う
館
文
化
ホ
ー
ル
　
参
加
無
料

講
師
　
内
布
智
之
氏
　

（一社
）日
本
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
　
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
専

門
員
研
修
機
構
　
代
表
理
事
）統
合
失
調
症
を

発
症
後
、服
薬
を
続
け
な
が
ら
当
事
者
活
動
を
行

い
、現
在
は
専
門
職（
精
神
保
健
福
祉
士・相
談
支

援
専
門
員
）と
し
て
支
援
に
か
か
わ
り
な
が
ら
ピ

ア
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
合
せ
先

電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

奄
美
地
区
地
域
自
立
支
援
協
議
会

事
務
局 

ぴ
あ
リ
ン
ク
奄
美

☎（
６
９
）４
０
６
１
　
平
日
10
時
〜
17
時

奄
美
地
区
地
域
自
立
支
援
協
議
会

２
０
２
０
研
修

　
12
月
９
日
は
、昭
和
50
年（
１
９
７
５
年
）

に「
障
害
者
の
権
利
宣
言
」が
国
連
総
会
で

採
択
さ
れ
た
日
で
、国
際
障
害
者
推
進
本
部

が
12
月
９
日
を「
障
害
者
の
日
」と
決
定
し

ま
し
た
。ま
た
12
月
３
日
は
、昭
和
57
年（
１

９
８
２
年
）に「
障
害
者
に
関
す
る
世
界
行

動
計
画
」が
国
連
で
採
択
さ
れ
た
日
で
、こ
れ

　
龍
郷
町
身
体
障
害
者
協
会
で
は
、龍
郷

町
よ
り
活
動
資
金
を
助
成
し
て
い
た
だ
き
、

大
島
地
区
身
体
障
害
者
福
祉
連
絡
協
議
会

が
主
催
す
る
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
、芸
能
大

会
、指
導
者
研
修
会
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
運
動
へ

の
参
加
、龍
郷
町
が
助
成
す
る
県
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
へ
参
加
す
る
個
人
へ
の
サ

ポ
ー
ト
も
行
っ
て
い
ま
す
が
、障
害
者
の
会

員
不
足
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。龍
郷
町

身
体
障
害
者
協
会
で
は
、障
害
者
の
会
員
の

方
々
を
広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。参
加
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、左
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先 

龍
郷
町
身
体
障
害
者
協
会
事
務
局

役
場
保
健
福
祉
課  

牧 

正
二
郎

☎（
６
９
）４
５
１
４

榮 

康
博

☎
０
９
０（
９
５
６
２
）７
９
５
４

龍
郷
町
身
体
障
害
者
協
会

を
記
念
し
て
国
連
総
会
で
12
月
３
日
を「
国

際
障
害
者
デ
ー
」と
す
る
こ
と
が
宣
言
さ
れ

ま
し
た
。

　
日
本
で
は
、平
成
５
年（
１
９
９
３
年
）に

障
害
者
基
本
法
に
改
め
ら
れ
た
際
に
12
月

９
日
を「
障
害
者
の
日
」と
法
律
に
規
定
さ

れ
、そ
の
後
、平
成
７
年（
１
９
９
５
年
）に

障
害
者
施
策
推
進
本
部
に
お
い
て
、「
国
際

障
害
者
デ
ー
」で
あ
る
12
月
３
日
か
ら
我
が

国
の「
障
害
者
の
日
」で
あ
る
12
月
９
日
ま

で
の一
週
間
を「
障
害
者
週
間
」と
決
定
さ

れ
ま
し
た
。現
在
は
、法
律
の
改
正
を
経
て

「
障
害
者
週
間
」と
し
て
法
律
に
基
づ
く
も

の
と
な
り
ま
し
た
。

　「
障
害
者
週
間
」は
、日
本
国
民
の
間
に
広

く
障
害
者
の
福
祉
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解

を
深
め
る
と
と
も
に
、障
害
者
が
社
会
、経

済
、文
化
そ
の
他
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に

積
極
的
に
参
加
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
週
間
で
す
。

龍郷町役場　（代表）0997-62-3111　平日 ８時30分から17時15分 開庁
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令
和
２
年

12
月
号

り
ゅ
う
が
く
館

町
の
う
ご
き

そ
の
他

お
知
ら
せ

ト
ピ
ッ
ク
ス

国
保
税
滞
納

整
理
強
化
月
間

児
童
扶
養
手
当

人
権
週
間

議
会
だ
よ
り

県
農
業
共
済

組
合
設
立

自
立
支
援

協
議
会
研
修

国
民
年
金

控
除
対
象

ウ
ミ
ガ
メ

調
査
結
果

県
民
手
帳

12
月
４
日
〜
10
日

第
72
回
人
権
週
間

12
月
10
日
〜
16
日

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

無
料
法
律
相
談
の
ご
案
内

奄
美
市
と
鹿
児
島
県
弁
護
士
会
が
共
同

で
開
催
し
て
お
り
、龍
郷
町
民
の
方
も
無
料

で
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

令
和
２
年
12
月
相
談
日
　
派
遣
相
談 

※

必
ず
電
話
予
約
が
必
要
で
す（
先
着
順
）

･

12
月
10
日（
木
）

　
和
田
知
彦
弁
護
士

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分

･

12
月
17
日（
木
）

　
菅
野
浩
平
弁
護
士

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

･

12
月
24
日（
木
）

　
福
元
祐
介
弁
護
士

　
午
前
11
時
〜
正
午

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時
30
分

◇
時
間
は一人
30
分
間
で
す
。（
事
前
に
相
談
内
容
を
ま
と

め
て
お
く
と
効
率
的
で
す
。ま
た
、同
じ
人
が
続
け
て
申
込

さ
れ
る
こ
と
は
ご
遠
慮
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。）

問
合
せ
先・予
約
先

奄
美
市
役
所
市
民
協
働
推
進
課

市
民
生
活
係

☎（
５
２
）１
１
１
１
　
内
線
１
７
１
６

受
付
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◇
相
談
内
容
が
弁
護
士
で
よ
い
か
分
か
ら
な
い

場
合
も
市
民
生
活
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、日
程
が

変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

　
各
制
度
に
よ
り
必
要
書
類
や
所
得
等
の

制
限
事
項
は
異
な
り
ま
す
。詳
細
に
つ
い
て

は
担
当
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当
対
象

ひ
と
り
親
／
身
体
な
ど
に
重
度
の
障
害
が

あ
る
児
童
の
父
ま
た
は
母
／
身
体
な
ど
に

重
度
の
障
害
が
あ
る
父
ま
た
は
母
／
父
ま

た
は
母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方

※
公
的
年
金
等
の
受
給
資
格
が
あ
る
方
で
、

年
金
額
が
児
童
扶
養
手
当
額
よ
り
高
い
方

は
該
当
し
ま
せ
ん
。

※

「
児
童
」と
は
、18
歳
に
達
す
る
日
以
降
、

最
初
の
３
月
31
日
ま
で
を
い
い
ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
対
象

20
歳
未
満
で
身
体
ま
た
は
精
神
に
重
度
ま

た
は
中
度
以
上
の
障
害
を
有
す
る
児
童
を

監
護
し
て
い
る
父
ま
た
は
母
／
父
母
に
代

わって
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

※

児
童
が
児
童
福
祉
施
設
等
に
入
所
し
て

い
る
方
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先
　
役
場
保
健
福
祉
課
助
成
係

☎（
６
９
）４
５
１
４

児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

　
人
権
週
間
は
、昭
和
23
年
12
月
10
日
の
国

連
総
会
に
お
い
て「
世
界
人
権
宣
言
」が
採

択
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
国
に
お
い
て
定

め
ら
れ
た
も
の
で
、今
年
で
72
回
目
と
な
り
ま

す
。私
た
ち
の
社
会
に
は
い
ま
だ
に
、い
じ
め
や

虐
待
な
ど
の
子
ど
も
の
人
権
問
題
、外
国
人

や
障
害
の
あ
る
人
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
な

ど
様
々
な
人
権
問
題
が
存
在
し
て
い
ま
す
。さ

ら
に
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
に
伴
い
、感
染
者
や
医
療
従
事
者
、ま
た

こ
れ
ら
の
方
々
の
家
族
な
ど
に
対
し
て
、デ
マ

が
拡
散
さ
れ
た
り
、差
別
や
偏
見
、心
な
い
誹

謗
中
傷
、人
物
の
特
定
な
ど
、人
権
が
脅
か
さ

れ
る
事
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
問

題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、私
た
ち一人
ひ
と

り
が
人
権
問
題
を「
自
分
自
身
に
も
関
わ
り

の
あ
る
こ
と
」と
し
て
受
け
と
め
、身
近
な
人

権
問
題
に
つ
い
て
関
心
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で

す
。こ
の
機
会
に
、ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
身
近
な
こ

と
か
ら
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
平
成
18
年
６
月
に
、「
拉
致
問
題
そ
の
他

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
への
対

処
に
関
す
る
法
律
」が
施
行
さ
れ
、毎
年
12

月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
の
１
週
間
を「
北
朝

鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」と
す
る
こ
と

と
さ
れ
ま
し
た
。北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権

侵
害
問
題
は
国
際
社
会
を
挙
げ
て
取
り
組

む
べ
き
課
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。解
決
の
た
め

に
は
、こ
の
問
題
に
つ
い
て
、関
心
と
認
識
を

深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に

伴
い
、特
設
相
談
所
を
利
用
さ
れ
る
皆
様
へ

の
感
染
防
止
の
た
め
、12
月
に
予
定
し
て
い

ま
し
た
特
設
人
権
相
談
所
の
開
設
を
中
止

特
設
人
権
相
談
所
開
設
の
中
止

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。人
権
に
つ
い
て
の

相
談
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、原
則
と
し
て
、

電
話
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
相
談
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、御
理
解
と
御
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
法
務
局
奄
美
支
局 

　
☎（
５
２
）０
３
７
６

　
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　
☎
０
５
７
０（
０
０
３
）１
１
０

　
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
☎
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

　
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　
☎
０
１
２
０（
０
０
７
）１
１
０

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
窓
口

　https://w
w

w
.jinken.go.jp

　TelephoneCounseling

　
☎
０
５
７
０（
０
９
０
）９
１
１
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元
気
度
ア
ッ
プ
ど
ぅ
く
さ
ポ

イ
ン
ト
商
品
券
交
換

２
０
２
１（
令
和
３
）年
度
版

県
民
手
帳
販
売

　
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
や
社
会
参
加
な
ど

の
活
動
に
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
て
い
ま
す
が
、

貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
の
商
品
券
交
換
が
11
月

２
日
か
ら
始
ま
って
い
ま
す
。商
品
券
交
換
が

で
き
る
期
間
は
、２
月
26
日
ま
で
で
す
。交
換

さ
れ
た
商
品
券
の
使
用
期
限
は
３
月
20
日
ま

で
と
な
って
い
ま
す
。商
品
券
交
換
を
希
望
さ

れ
る
方
は
印
鑑
と
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
役
場

保
健
福
祉
課
ま
で
ご
持
参
下
さ
い
。

問
合
せ
先
　役
場
保
健
福
祉
課

☎（
６
９
）４
５
１
２

　
鹿
児
島
県
統
計
協
会
で
は
、１
９
５
８
年

の
創
刊
か
ら
、県
民
の
皆
様
に
愛
用
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
鹿
児
島
県
民
手
帳
の「
２
０
２
１

（
令
和
３
）年
版
」を
販
売
し
て
お
り
ま
す
。価

格
は
１
冊
５
５
０
円（
税
込
）。カ
バ
ー
は
黒
と

赤
の
２
種
類
。８
年
ぶ
り
に
手
触
り
の
よ
い
や

わ
ら
か
な
レ
ザ
ー
調
の
カ
バ
ー
に
リ
ニュ
ー
ア

ル
し
ま
し
た
。役
場
、県
内
の
コ
ン
ビ
ニ
、書

店・文
房
具
店
で
販
売
数
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、お
早
め
に
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　役
場
企
画
観
光
課

☎（
６
９
）４
５
１
２

令
和
２
年
度
奄
美
大
島
に
お
け
る
ウ
ミ
ガ

メ
の
上
陸・産
卵
調
査
結
果
に
つ
い
て

　
奄
美
大
島
で
は
、環
境
省
奄
美
群
島
国
立
公

園
奄
美
大
島
に
お
け
る
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
業
務
や
鹿
児
島
県
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
対

策
事
業
、島
内
５
市
町
村
や
環
境
省
奄
美
野
生

生
物
保
護
セ
ン
タ
ー
、地
域
団
体
、地
域
住
民
に

よ
り
ウ
ミ
ガ
メ
類
の
上
陸・産
卵
調
査
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。産
卵
地
が
分
散
し
て
い
る
た
め
、無

人
島
や
陸
路
の
無
い
浜
に
お
い
て
も
調
査
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
奄
美
大
島
で
は
、主
に
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
と
ア
オ

ウ
ミ
ガ
メ
が
産
卵
し
ま
す
。稀
に
タ
イ
マ
イ
の
産

卵
が
み
ら
れ
、笠
利
町
崎
原
海
岸
が
産
卵
の
北

限
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。２
０
０
２
年
に
は
瀬
戸

内
町
嘉
徳
に
お
い
て
国
内
で
唯一の
記
録
と
な
る

オ
サ
ガ
メ
が
産
卵
し
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

　
奄
美
大
島
に
お
け
る
２
０
２
０
年
４
月
〜
９

月
の
ウ
ミ
ガ
メ
の
上
陸
回
数
は
７
７
２
回（
ア
カ

ウ
ミ
ガ
メ
１
７
４
回
、ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
４
２
８
回
、

種
不
明
１
７
０
回
）、産
卵
回
数
は
５
４
６
回

（
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
１
１
１
回
、ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
３
３

５
回
、種
不
明
１
０
０
回
）で
し
た
。産
卵
回
数

は
昨
年
２
９
３
回
の
１
８
６・３
％
と
大
幅
に
増

加
し
ま
し
た
が
、過
去
９
年
間
の
最
多
で
あ
っ
た

２
０
１
２
年
１
０
８
１
回
の
５
０・５
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。種
別
の
産
卵
回
数
は
、ア
カ
ウ
ミ
ガ

メ
は
２
０
１
６
年
ま
で
減
少
傾
向
が
続
き
、２
０

１
７
年
は
２
８
１
回
、前
年
比
１
９
６・５
％
と

倍
増
し
ま
し
た
が
、２
０
１
８
、２
０
１
９
年
は

減
少
し
、２
０
２
０
年
は
１
１
１
回
と
過
去
９

年
間
で
最
少
と
な
り
ま
し
た
。ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
は

２
０
１
５
年
ま
で
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
ま
し

た
が
、２
０
１
６
年
は
３
５
２
回
、前
年
比
２
６

４・７
％
と
大
幅
に
増
加
し
、奄
美
大
島
の
産
卵

優
占
種
と
な
り
ま
し
た
。２
０
１
７
年
か
ら
減

少
し
ま
し
た
が
、２
０
２
０
年
は
３
３
５
回
と
増

加
し
て
い
ま
す
。

　
奄
美
大
島
に
お
け
る
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵

回
数
の
減
少
傾
向
は
、近
年
、漁
業
活
動
が
活

発
な
主
な
摂
餌
海
域
で
あ
る
東
シ
ナ
海
の
餌
資

源
の
減
少
に
よ
る
産
卵
頻
度
の
低
下
や
混
獲
等

が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、現
時
点
で
は
明
確
な
因

果
関
係
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。し
か
し
、２

０
１
８
年
11
月
に
は
中
華
人
民
共
和
国
の
舟
山

市
に
お
い
て
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
１
２
８
頭
の
密
漁
が

発
覚
し
て
い
ま
す
。数
年
お
き
に
産
卵
す
る
ウ
ミ

ガ
メ
類
の
生
息
数
の
増
減
に
つ
い
て
は
、中
期
的

な
分
析
が
必
要
で
、継
続
し
た
調
査
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
回
数
に
つ

い
て
は
、奄
美
大
島
沿
岸
海
域
に
周
年
生
息
し
、

ウ
ミ
ガ
メ
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
等
で
も
人
気
の
高

い
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
若
い
個
体
の
生
息
数
の
増

加
と
の
関
連
が
未
解
明
で
、ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
と
同

様
に
今
後
の
産
卵
回
数
の
推
移
を
注
視
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
ウ
ミ
ガ
メ
卵

の
採
食
に
つ
い
て
は
、今
年
度
は
奄
美
市
デ
ン
浜
、

大
和
村
石
川
海
岸
、ヒ
エ
ン
浜
、加
計
呂
麻
島
の

西
阿
室
大
浜
、請
島
の
ヤ
ン
マ
、イ
キ
ン
マ
、与
路

島
の
ア
シ
ニ
、タ
カ
バ
ル
で
被
食
痕
跡
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。属
島
を
含
む
奄
美
大
島
全
体
の
２

２・７
％
に
あ
た
る
１
２
４
巣
の
産
卵
巣
が
被
食

を
受
け
ま
し
た
。被
食
が
恒
常
化
し
た
浜
が
多

く
、そ
の
地
域
の
産
卵
個
体
群
の
減
少
も
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。ヒ
エ
ン
浜
で
は
、ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ

シュに
よ
る
被
食
防
止
試
験
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
奄
美
大
島
で
は
外
洋
に
面
す
る
多
く
の
浜
で

ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た

沿
岸
域
で
は
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
生
息
数
も
多
く

な
って
い
ま
す
。地
域
の
皆
さ
ん
も
身
近
な
海
で

の
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
状
況
や
生
息
状
況
を
見

守
って
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

問
合
せ
先
　奄
美
海
洋
生
物
研
究
会

☎（
５
３
）５
８
２
２

ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
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●一般書● ●児童書●
・『14歳からの戦争のリアル』（雨宮 処凛/河出書房新社）
・『だんだんできてくる　道路』

（鹿島建設株式会社/フレーベル館）
・『はらぺこカマキリ』（カマキリ先生/講談社）
・『ようかいしりとり』（おくはら ゆめ/こぐま社）
・『ゆめぎんこう』（コンドウ アキ/白泉社）
・『100円たんけん』（中川 ひろたか/くもん出版）
・『わんぱくだんのひみつきち』

（ゆきの ゆみこ/ひさかたチャイルド）
・『じぶんでよめるきょうりゅうずかん』

（成美堂出版編集部/成美堂出版）
・『身近な材料でkidsおもしろ科学実験ラボ』

（青野 裕幸/いかだ社）
他

・『勉強が楽しくなっちゃう本』（QuizKnock/朝日新聞出版）
・『小さな地域と小さな学校』（中島 勝住/明石書店）
・『キリン解剖記』（郡司 芽久/ナツメ社）
・『やめてみた。』（わたなべぽん/幻冬舎）
・『青春迷宮』（伊波 真人/KADOKAWA）
・『日没』（桐野 夏生/岩波書店）
・『誰でも作れておいしいやわらか介護食』

（寺島 治/旭屋出版）
・『日本語を、取り戻す。』（小田嶋 隆/亜紀書房）　
・『はじめてでも上手にできる刺しゅうの基本』

（川畑 杏奈/西東社）
他

令和２年12月号
ずいぶんと寒くなりました。冬は風邪やインフルエンザなども流行る時期
です。手洗い・うがいやマスク・消毒を欠かさず、元気に過ごしましょう。

りゅうがく館からのお知らせ
りゅうがく館内の部屋を借りられる際は、予約時間の
１５分前になってから職員が部屋の鍵を開けに伺い
ます。それ以前に部屋に入られる場合は、別途料金
が発生します。ご了承ください。

りゅうがく館事務室　☎62-3110

これからの男の子たちへ
太田啓子/大月書店
これからを生きる男の子
たちへ。そして、そのお父
さん、お母さんへ。「ある
ある」で流してしまいそ
うだけど、大事なこと。考
えたいこと。教えていき
たいこと。

あめつちのうた
朝倉宏景/講談社
甲子園球場はテレビで見
たことがあるだろう。しか
し、球場を整備する人たち
のことは、どれだけの人が
知っているだろう。神整
備とよばれる阪神園芸の
お話。

みかんアート
笹川勇/主婦の友社
みかんの皮でカンタン工
作！かわいい動物や帽子
などが作れちゃう本です。
みかんを食べるとき、こん
な剥き方ができたら人気
者になれるかも!?

うりぼうウリタ
おくやまゆか/偕成社
いのししの子、うりぼうの
ウリタはくいしんぼうで
あわてんぼう。森の学校に
かよっています。そんなウ
リタのゆかいで楽しい毎
日のお話。

第18回　龍郷町短歌・俳句・川柳コンクール
～あなたの心を　あなたのことばで　詠んでみませんか～
【趣旨】
このコンクールは、「教育・文化の町」龍郷町の教育施策の一環
として、短歌・俳句・川柳に親しむことにより、町民の言葉の表現
力を育み、情操教育により心豊かな人間性を形成するために実
施します。
【募集内容】
・作品のテーマは自由で、本人の創作による未発表のものとします。
・小、中学生は、一人一句一首までとします。
・高校、一般は、一人二句二首までとします。
※方言での表現も可
【募集期間】
令和2年12月14日（月）～令和3年1月15日（金）
【応募方法】
りゅうがく館に応募用紙を用意しています。りゅうがく館までお問
い合わせください。
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令和２年度 
年末年始ごみ
特別収集日程

※家電リサイクル法により、テレビ、エアコン、洗濯機、衣類乾燥機、冷
蔵庫、冷凍庫は回収しないので、ごみステーションには出さないでくだ
さい。不要となった場合は、消費者が料金を支払い、小売店などに資
源として引き取ってもらうことになっています。

※12/29～31の3日間は、
クリーンセンターへの直接搬入料金が特別料金（す
べて粗大ごみ料金）になります。
　 不法投棄は重大な犯罪です!

野焼きは法律で禁止されています！
住み良い地域づくりを心掛けましょう

し尿の搬入
有良汚泥再生処理センター

※し尿処理場は、12月29日(火）までの間は、8:30～17:00まで
　受け入れを行います。
※ 12月30日（水）～1月３日（日）までは、し尿処理場が休み
　となり、1月４日（月）から平常通りです。

問合せ先:役場生活環境課  ☎(６９)４５２５

（収集なし） （収集なし）
粗大・

資源ごみ

一般ごみ

３１日３０日

（水）

不燃

ごみ

可燃

ごみ

ペットボトル

B地区

（木）

可燃

ごみ
（収集なし）

もえる
（収集なし）

粗大ごみ
（収集なし）

２９日２６日

（月）（土） （日） （火）
１２月

２７日 ２８日

可燃

ごみ

可燃

ごみ

(日) （月）
1月

元旦 ２日

（金） （土）

休み

一般ごみ

５日

休み 休み

可燃

もえない

粗大ごみ

休み

３日 ４日

ごみ
休み

粗大・
資源ごみ

休み
ごみ ごみ

もえる もえない

粗大ごみ 粗大ごみ

６日

（火） （水）

可燃 不燃

わきゃシマの玉黄金
11 november

満１歳になりました。
この子たちに誇れる町を
みんなでつくりましょう。

　　　　　　　　    れいな

中矢 伶奈ちゃん  R1.11.15 生
  大勝　父  貴斗   母   絵里奈

　　　　　　 　　　とうや

竹下 藤哉くん  R1.11.27 生
  中戸口　父  則博   母   彩

　　　　　　　　    ほ の か

山下 穂乃佳ちゃん  R1.11.30 生
  中勝　父  卓也   母   彩香

　　　　　　ぜんた

牧 善太くん  R1.11.６生

  大勝　父  寿志   母   梨紗

　　　　　　　　  たいせい

西依 大晟くん  R1.11.10 生
  芦徳　父  裕泰   母   かほり

　　　　　　　　   しゅい

立山 紫乙ちゃん  R1.11.８生

  上戸口　父  純八   母  佳恵

おねえちゃん大好き♡

食
べ

るの大すき！歩くの大す
き

！
あんよだ～いすき！

に
ぃ

に・ねぇね　だぁ～いすき
♡

ク
ワ

ガ
タ

だ
い

す
き

！
クワガタみたいに強くてかっ

こ
よ

く
な

り
た

い
な

～

あんよが上手になったよ
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令
和
２
年

12
月
号

り
ゅ
う
が
く
館

町
の
う
ご
き

そ
の
他

お
知
ら
せ

ト
ピ
ッ
ク
ス

国
保
税
滞
納

整
理
強
化
月
間

児
童
扶
養
手
当

人
権
週
間

議
会
だ
よ
り

県
農
業
共
済

組
合
設
立

自
立
支
援

協
議
会
研
修

国
民
年
金

控
除
対
象

ウ
ミ
ガ
メ

調
査
結
果

県
民
手
帳

ヤッコソウ
　奄美自然観察の森、冬の植物で１番人気のヤッコ

ソウです。可愛らしい形の花で、多数出現し、その様

子が大名行列の奴さんに似ているのでこの名が付

けられたそうです。

　花からは甘い蜜を出すため、野鳥も蜜を求めて

やって来たりします。

　12月上旬が見ごろになります。お見逃しなく。

【
10
月
届
出
】

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 敬

称
略

保
護
者

梅
清

欣
嘉

奄
美

達
也

手
広

龍
郷

浦大
勝

【
10
月
届
出
】

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

蘇正
親

辻登
島

蘭
子

燦栞
愛

稜
久

坂
江

　京
子

栄

　正
文

原
田

　久
雄

平
山

　忠
秀

佐
々
木

　初
代

岩
崎

　ス
ヨ
子

榮

　和
道

円中
勝

嘉
渡  

龍
郷
の
里

秋
名

赤
尾
木

赤
尾
木

手
広

(

93)
(
68)
(

89)
(

82)
(

66)
(

86)
(

56)

香
典
返
し
お
礼
　
　老
ク…

老
人
ク
ラ
ブ

社
協…

社
会
福
祉
協
議
会

・
岩
崎
義
造（
故
岩
崎
ス
ヨ
子
）

赤
尾
木
老
ク
／
社
協

・
隈
元
サ
キ
子（
故
平
山
忠
秀
）

老
ク
秋
名
稲
葉
会・老
ク
幾
里
稲
穂
会
／
秋
名
集
落

嘉渡８㊋・22㊋

円２㊌・９㊌・16㊌・23㊌・30㊌

安木屋場１㊋・８㊋・15㊋・22㊋・29㊋

瀬留１㊋・20㊐　玉里５㊏・12㊏

浦14㊊　大勝16㊌　川内27㊐

中勝３㊍・17㊍12：00～　下戸口20㊐

中戸口10㊍　上戸口１㊋・15㊋　

手広20㊐　赤尾木１㊋・21㊊

芦徳９㊌20：00～・14㊊・23㊌20：00～・27㊐

12月どぅくさ会　明記ない場合は14：00～お
詫
び
と
訂
正

　令
和
２
年
11
月
号
広
報
た
つ
ご
う
に
お
い
て
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　19
ペ
ー
ジ
【
誤
】
坂
元
照
代

　
　
　
　
　

  【
正
】
坂
江
照
代

令和 2 年９月 11 日
一般社団法人  龍郷町地域振興公社 設立

町内の荒廃農地の解消や農作業の受託を
目的として設立されました。

荒廃地の解消事業を実施し、1.4ha のサトウキビの夏植をしました。
来春にはさとうきびの春植（１ha）・春かぼちゃの植付（0.6ha）を予定しています。

荒 廃 地 荒 廃 地 の 解 消 サ ト ウ キ ビ 植 付 後

ら
ん
こ

さ
ん

か
ん
な

り

く

関西龍郷会大奄美関後援会様、株式会社コウトク金属様から
龍郷町大奄美後援会へ応援のぼり旗をご寄贈頂きました。

ありがとうございます
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アマミノクロウサギに注意‼
　よーりっくわ走ってくりんしょれ～

アマミノクロウサギ交通事故発生件数（奄美大島内）
今年：35件 2020.11 .9現在

問合せ先：生活環境課☎69-4525

「白タク」行為は犯罪です
「白タク」行為とは…自家用車（白色のナ
ンバープレート、軽自動車においては黄
色又は黒色）を利用し、国の許可なく有
償で人を運送する行為のことです。

TAXI

国の許可を得ていないタクシー類似車両（白色、黄色、黒色）のナンバープレート

「白タク」行為が発覚した場合、３年以

下の懲役もしくは300万円以下の罰金、

又はその両方が科されることがあります。
国の許可を得たタクシー車両

緑色のナンバープレート

　龍郷町では現在「移住
希望者向けオンライン講
座」の制作に向けた準備
を進めています。この講
座では、龍郷町の居住環
境や雇用環境、暮らしぶ
りなどをオンラインでお

伝えしたいと考えています。
　そこで、龍郷町内で暮らす住民や町内
で働いている方を対象にアンケートを実
施いたしますので、ご協力をよろしくお
願いいたします。
※回答された内容は、集計した上、当該オン
ライン講座にのみ使用いたします。

「龍郷暮らし」 実態アンケート

奄美群島12市町村と連携して移
住支援情報を発信している「ね
りやかなや」の協力を得て、同社
のホームページ内にある「龍郷
町の投稿ページ」（左記QRコー
ド）から回答できます。

問合せ先   役場企画観光課 ☎６９－４５１２
ご相談・問合せ先：国土交通省 九州運輸局
　　　　　　　　鹿児島運輸支局 ☎０９９（２６１）９１９２

秋名・幾里　毎週木曜　午後2時～
龍郷　毎週木曜　午前9時半～　
大勝　毎週木曜　午後2時～
川内　毎週金曜　午後7時半～
芦徳　第１·３・４・５月曜　午後２時～

■どぅくさ会  14:00~16:00

■でぃでぃクラブ
　りゅうがく館13:30~16:00
■保健センター開放
　乳幼児対象 10:30~16:00

■楽らく体操教室

■どぅくさ会  玉里

■どぅくさ会  　
　円・芦徳20：00～

■1歳半児健診
　どぅくさあや館
　12：30～
■楽らく秋・龍・大
■どぅくさ会         中戸口

最終本会議
民児協定例会
■保健センター開放
■かめのこクラブ
■厚生連健診報告
会りゅうがく館9：00～  

■でぃでぃ
■楽らく川

　
■どぅくさ会  玉里

　　

　　
■保健センター開放
■楽らく芦

12月定例会
　　開会
■どぅくさ会
　嘉渡・安木屋場

■どぅくさ会  円■どぅくさ会安木
屋 場・瀬 留・上 戸
口・赤尾木

　
■乳児健診
　どぅくさあや館
　12：30～
■楽らく秋・龍・大
■どぅくさ会 中勝

■保健センター開放
■でぃでぃ
■楽らく川

■どぅくさ会
　円・芦徳20:00～

■楽らく秋・龍・大 ■保健センター開放
■子育てサロン
　かめのこクラブ  
■でぃでぃ
■楽らく川

■どぅくさ会
瀬留・下戸口・手広
　

■保健センター開放
■楽らく芦
■どぅくさ会
　赤尾木

■どぅくさ会
　嘉渡・安木屋場

■どぅくさ会  円 ■楽らく秋・龍・大■どぅくさ会
　安木屋場

■どぅくさ会
　川内・芦徳

官公庁仕事納め
■保健センター開放
■楽らく芦

■ きらきら広場　
　どぅくさあや館
■どぅくさ会 
　円・大勝

■もこもこクラブ
　どぅくさあや館
■楽らく秋・龍・大  
■どぅくさ会
　中勝12：00～  

■保健センター開放
■子ども広場保健
センター相談日
■でぃでぃ
■楽らく川

■保健センター開放
■どぅくさ会
　浦・芦徳

■どぅくさ会
　安木屋場・上戸口

※行事は変更になる場合があります。あらかじめご確認ください。

旧：11月1日

旧：11月15日

龍郷町行事予定12月

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31


